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 水産加工におけるオイルバーナーの性能について・

製造部
趣旨

 製拳かまどの調子が奥帖か、悪いか倣、.製品⑦高来栄牝半
 製蛮嚢に影響するとζるが甚だしし・Φで燃焼熱が大きく、火
 吹藻作が歯単なものが渇望される所以で6る.

 .1÷帆立派な燃料を使糾ても出との穣葦に欠点叩
 れば・その率量を充枇率揮できないこと鵬も大和要素
 である。

 従来、薪や石湊を使用していた炉(か婁ど)を簡単に改選

 して瑚座に使用できる。重.油バーナr帆珍らしいのであつ.1(

 .この方法をもつ'て比較成績を得・る弓と.にした・

 .概・要∵.

 イ,実施場所'

鹿児島県水産試験場製造工轟

 Iへ供試バーナI「の名稼、型式、.構遺
 操式会社コロナ電糞社製

 コロナ式ヲ'夕ローオイ〃パニナーム型
 重油の自然流出を遺風で飛散噴霧し点火発熱せしめる

 (所要電力40W)

 ̂・無試甲(か.まど)ρ種類
 亙i牝堅麺レト〃ト(8㈹醐×工〃O棚)

 かまど㍗大害き、砿図のとおり
 理工⑨2平型角蜜(66欄Xg70醐〉ぐ545醐).

 かま一との大きさ抗図めどおり

 四i⑤E乾燥機用燃焼炉(3640×2工2ω×1し8あ

 燃焼室,の大音さは図のとおり

・8'



 重油バナーと石炭の.
4.
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比較実験成績

用 石炭.使用

       キロカロ身})(石炭ユ海の熱最6000キロカロリ→

       I誹叶・分0分工0分26分30分4◎分計50分
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FIG3

考察

 以上の実織体仮琴炉で行→たため、適正な比較成績でなレ・
 けれ.ども熱葡章演於て■O%程度ρ差異が明瞭であるから石

 炭俵嗣の鶏合半㍗バーナー便、胃が優れてレ・ることが言える。
 鶴蒲が完全然饒寸るので雫んξ燦鍾がなレ・こと。従来の雫

 を簡単に改造して一'台のバ.ナーで、どの炉履も欝葡して使

 用できること・バ・ナニそ雫ものは取扱が容易であ尋恥ら労・
 作紀無理舳.い・.反面、一・g1Wの送鼠擦が・このパーナニ輔.
 動蟻ξなっている走、め、覇気のな.い断や停電酵購は使用でき
 ないこと。父檀温(沸騰温掌よ幼も稽々掻い温度)を必要と
 するとき。ζ⑳コyトロ・〃ができない失点が・ある。ζのバ.

 }一ナ.汰軽便弐ともレ・之る簡単なもので島るが果し.て何千暗
 闘(或倣河年闘)襖用む堪えるか⑳簡題が不明である。・



 かつお加工の.転向I論

製造部白石良雄
 「かつ蜷ぶし」紘今の40才以上の人々がこめ世から消え

 る時ともな犯は、すっかりなく依るだろうと云われている。

 まことに擾蜻な悲観説である叶犯とも、rかつ蜀ぶし」健ミ

 ヌヨク索もりζいるのは中尊属j臭.止だ;け'である。圭土台珪嚢泰芋の

 .安定につれ・生活の衣食往が実・質矛'(ぜい.たく腹風潮画もあ

 るけれども)という増;代に「えんぎ」など亨云々するもの率
 いたい。「か・っ堀ぶし」を麗勇武士とか松魚とか称え怒り、

 形態の部分・部分壷採って鶴と亀、叉松竹梅のところ斑とと聞

 かし一でも鶏代.爪が傾聴する書が次レ、oだから日常棚食生漬物

 資でなく贈答硝晶として取二鼓わ.乱るもσ)としか考えらIれない

 一戚が嘉る。こ⑳よう・仁「かつおぶし」は.調味料とし・ての綴要

 軸構。が低下しっムあるの涼質落.あ・の原因かもでなく、ひろく

 食生活の阿.止から採η残されっ工ある一姿と云える。嘗t、・襲免

 ・れば和'食の場合だけ紀需要衝檀をもっているものであって案
 .質本位の洋式食生活に汰要らなくなる。勿論rかつ飴.ぶし、」

 は今冒、急速・に杜絶するようだ簿つぺらなもので砿液1手・衛・lj礼一と

 も1・つ.までも乙の伝統えの妄執が嵩って1は杜らない.と強調し

 'たい。「な嘩幻錨」が一揮晶化L杷のは、海和9隼頓のことで

 「か.つ・轄」加・.工の種類が'つ増虫.た.。以来電。数庫巌蓬てい

 るが当初そ・)れで響晶一の向.と・が.舳・セめ兄毎隼バットし次
 い状況である。ツナ罐詰と一して一輸出が始嚢ったのは矢穣.書)昭

 覇禰めから札とで窃るパカ㍉サケ、マス罐雫輸出と肩一
 帯並べる・位活況で嵩った。塑謄はツナニ要気という好運;仁恵ま

 れる隼もあつをが園I際伊勢の影響で葉もなく不安定の・實易或

 議に陥・った。もっともこの代り僧.冷凍象、へ転向され把笥・らと

 も解釈さ者'しるが、もとも.と欧米人が1;う1(う笹質Φもの一を灯

 台こと=は事実である。.バン棚副食…に適する.ものといえば潜新
 政蹄でなくコク・の畠る味のものである。つクのある鎌礁どう

 してできるかとい.えば蛛を・熟成させる、所謂熟味(うれだ痢
・9・



 §調春結果について一、..ニハ・.I・
 魚探記録から剃野す鮒魚鰍沖合よね醇帆索、鮒て接
 岸寺るもので法なく・恨ζ棄鋳㌣産卵色遠ず名環境の時
 延掲いてのみ接岸する冴で釣る。従来漁民の蘭て砿魚見船

 制霞を採押し寝隼の塁駿による勘にて燐光、奥及ヒ胸ウ等
 にて接・岸群を.見守っているが之等は灌産卵直前の浮上時g)

 喜有意残である、
 漁昂を最.近の漁獲.量から見泳ワ～・神周期が雫る。
 熊幸溝岬ザ魚漁靴I'鞭高力州水構が'
 高幣即・・の・蝉と交代卵漁弩としての繊条件とな為
 砕の海洋観測㍗局屋久坤毛鯛垂直紳を別図に
 示すが表面脊即馬手鍋で牝鮒Gの低下幸示し慶久島
 そ砿1L◎一C内外の鑑自孝な?。てレ・る。中庸底溝鉱工。C内外
 の低目で.奉り馬毛募近海澄水温低下牧著い㌦雫久島沿岸
 は。帖75椛まで尋忽5C以上の一極めて轟い水塊が'ある,の屯厘

 し馬毛鮒敏単那分布師し・咋'千オ㍗り見セも・馬
 毛近海准沿岸水但菊しあれているが墨公爵近海は暖.涜支流.
 の分派に歯ふあれており翻漁昌がすで書二.ユぢ占卓い事より
 しても水帯の配列沈漁況に大きく影響するらしレ㌦

 魚探機による結果では、魚群の欝形成億接岸以前にす'で

 に終って篭め氷漂亀5～4-o椛健おいて行われる。

 トビ魚は“鱒以前に接岸した魚群は産卵する事なく離
 一葦すると表われているが調・香の結果ではその様な・露実は全

 然抜い。魚群の申紀は、瑳珊群と未壷卵騨の爾領土誰卵弾

 は潮流と共に徐々に離峯し、未藍卵群は直ちに沖合に逸脱
 する。魚類の生態学一から.見れば藍卵彼ユ日だけで終了する
 ものではなく魚体調養の繕乗でも瑳郵しセ後でも末だ卵巣

 雫巣れ熟卵塗埼・?てレ1るのでサバ等～;岡P・く熊毛梅㍗
 漁霧中数回肘飢産卵すると思われる?
 ・魚探機反応に.より沖合g魚群をキヤツチする事故無群の
 来瀞を確認し叉婆鼻する魚群の勤行調釜上有意議である。

 馳産卵蝉の魚群を対象魚とする当為挙にお・いて叩
'工8`



 界の環境要因が大きく左右するので水温等腺特健影.響

 が大考い。本集窒・のちどり二丸魚群擦索の緒康七腹渥久'

 鮒適永譜苧ハわれ濃㍗瞬呼め仙・るr・
 潤勝経錯の毒察で植

 (又輝公爵.麺力一一→馬毛
 (2)蓬久、種子の中薗一→馬.毛

 (畜)騒久、。北西津…一ニラ馬毛

 と,・つの1鯛が蓄えら仙が弼漁ヨ1芒;大岬」管率る那
 確実卒事は握めないが今集ゆ■湊.竃置棚漁獲員攻び中種手

 押獲友確柵α鯛μ克弗ぱ・本呼忍)の、呼申穣.
 たもうか・心.わ・、れる。

 箪源裁の.閤鍾として苧隼々む来漉量熔大体変化搭ない歳…
 で卵が七雌の通水帯の1昨如何が1甲を大きく左右し;
 沿岸氷の盛カ慶流の迂魍等が主要佳点である。

 綜合的考・察

 工魚群・の来癖は相当改濃騨であ。る。漁場復水塊ω変る.ζと

 肥よ一り.漁期が読札る6

 ・.魚探.機使用孤漁合・(トム鰹)・平麦点を1らぎ雛以榊

 魚紙†帆群繊を的でいる一のでテ'期予見、担・とめ
 る。

 &魚鉢破BL凄5・O～鯛。5・.渤・3Wユ60～ユφO第が大都分であるb

 4魚群の接津妓蒔薗に謁係烹なレ、町

 5漁場楓一室の海岸にのみ形成されるので外界要国釦犬き

 く左右†る。

 匡天'属7万…一区肩i令外
 型三玄〔盃亟す

一工5一



 とび魚魚場変還図
水温垂直分布図



漁況調査表

No.1

鹿児島港調査

調査期間
自昭和35年5月工題

至昭和陥毎5月3工目

 (昭E巳工4  〆切の分).'
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漁況調査表

No.2 調査期間
自昭和3蟹隼5月工昼

 至昭和昌昌牟5月5ユ目

 (昌区aエム〆切⑳合)

調姦船数 鳥5隻
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 鹿児島湾小型差蟹・漁網細奉矛」報・ぺ

 沖矢筈漁場綴・養(商須璃先)

調査自時

 昭和昌3犀呂月288から同3土日髪で
 調壷き的

 小型定擾漁場価置剰師及び海底状混0)資料作製.
調査貢

 本場調養部員...、昌争

 鯛絵鏑一.醤材I・・.ぺ納二級1一
 本場沿鯛章ポrヂ.征争」・・ぷ岬岬斗
 岬レ州ユ・B塑魚率.、・∴..、
 ト・ラ"ット....易
 鐵鯛・索・亭駄率旗乍の伽
方.湊

 1L鳳場図作蟄

 ぽ)設網位置の還亭。一。.一(口)深浅一
 ..り率質・..
 え魚群移動、魚種分布溺糞{1デ、=11.、
 ←f)蟻刺親試揖一(口)闘取調奮.

 調査経過及び緒桑

 .ユ.漁場図

 寓須港菊鰯葡・、・・ダトル伽平瀬及び舶顧譲打面翻突
 雫批トラン.ソヅト各工基岬賢し・雫行幣瀬祥喰魚標
 しり続分短弓測繭して雛を求め等深暗臥魚礁位置淀
 紙一し、底鰍レッド1こよ㈹知し兜。(耳iGユ)
 a魚群鞍動・魚麓分.布
 萬留地先脈餉八田綱準物好漁場堂形・射るが装嘉劣勢
 .ゆたや、蓄養あ利便のある琴奥、対岸方面や全農者吃圧さ
 犯て一毅的年振わない。延縄1本釣漁薬彼此較的盛んであ

“ユ5'



 亭が蝸・魚礁宇市中,牛†るも咋畑て・・駄雫利害と合
 して漁家収入1午ギ吏帆すれ亨雛マ格㍍、
 漁場附近紘I湾内の樋池為に.比ぺ㌣遠浅で、人工漁礁三個

 ら・あり、浮魚の群勝、底喉の回鋳が舶札るが調査鋼中
 工4尋練の一魚礁(通称隼フウキ瀬とよぶ古醗礁)を試験
 的爆建網操撃の鰭果∵牛後8一時からユエ時までの擬榮で凝
 クイξO匁㌻gOO匁平均i・O勿程度のもの(相場
 工σ'0一匁・当あ90円)工O箱を水姦し拒。

 夷雫.良町漁臨地先の魚礁鯛のふ.型鋼の馳なら㍗
 鮒舎底魚及ぴ北㌣隼㍗子として雫・奉胃すぺ干で干・
 ろラ.。.・'こ=・一..
 藪入糺後法工二6月のあじ、さば、いわし、甲～工一0丹

 の泄がρお、やちかあ椴か電.・たい類は周卓見られることが
 予想される。

 毒底値砂質、人士礁を除いて敷人れの嬢蒋となるべき岩

 礁砿認めあれないg沖下りの綾頼.斜・を淀す工5～20尋Φ
 纏肱.海津鍾と婬一£宰行で身網敷設腹容易であろ.う・
 涜遠、流行は観濁㌧得なかっ把が、定餐溺の裸型屯障碍

 と渡る握琴のもの一では征・いとの印象を受けた。(一本釣;

 延縄漁鯛からのぎ一ムと・りを総合).ノ
 魚馳ひ'紅'れて魚群の滞留オる.戸・と倣綱のとこ㍗あ
 るが、ζれ評利覇を計れり工檎纏の能率を・上げること涼今
 後の劃意工夫妃侯・り点も多心ので、合成埼・んい普及喪のζ

 の騒漁築は毒布憲湾⑳沖窒蟹と並ん'で今簸共研究凄続行一し

 た'い。台風期、北西卓鋳風の冬期た一留意して網=曙欄闘彊立

 て及び綱の酸を定め損害予馳留意すると純鮒近航行
 の踏鏡も多いの・で一ダ〃マー灯の整備の必要が義ろう。

工繕'諭

 二L予定位置附逓の底質、産型紀支障卿認めも孔ない。

 え回鋳魚群は量、質、・期間共1こ、好粂絆と患わ.札る。

 目つきいそ利嗣七七・硫究歓続行しつム網棚効果を河、上させ淀レ、

 ム台風・北野率即留意して揚網鯛、網強度の決嵐
 r工6・



 5.附近航行船の保安と網保全の為標識灯の整備。

高須沖矢筈漁場



 薩露海壌まぐろ∵かじき延縄漁況

 (18報)5月分・漁業部

 ・5.月中担入港した延縄船'突撰舞は44隻で・..主な漁場は台
 鯛舌の州～・町ユ岬～ユ叩咽.・の広い海一域畔蹄しキ^
 グー.カジキ類を目的として工OO竜一綴でキ^グをユ50～200尾

 前譲ア全体と印ト昌仰漁獲率を示して一い㍍
 クロマグ㍗り一い声榊隼5・服4・42'瓢・雫も苧かっ

 たが今年5月紅躰一基4貫が最も多くなっており、。全般,.的に

 ヤ18州鮒が6割以岬示し㍗る1
文責徳.留.

 クロマグロ体表組成

測定尾数173尾



 いたやがい漁業試験

養殖部瀬戸口勇

 指:藩地先に船けるr.いたやがい」の桁網漁藻は吉く藩政時

 代.から行わ一れ、、漁民の生計に多大の賛寸ん索なし.(レるホ下
 図の示す如く糠鐙の変動那激1、く不安駄赴めこ棚竃禦資汝
 の維持培養紅.減技泰的校対策が必要である。モ6…段鱈とし
 て飽光一犠臨から棚強い要望もあって漁業寓験を行・・2たもので

 壱尋。

 全米蕩・竪に対・す為貫額の割合



 期間昭和33年3月食5一目～50ヨ

鐸蒙日数  .4・目問

 .使用・船..ち  と一物丸

漁獲量 5全員邑00担
 漁具上・図のとおむ(当地先で。便摘されてい一るもω'



 気象及び海況

         I月目・天疾気!・理・気温風陶カ水温i波浪漁獲㎏
         &身5α&R工O工S工5.9'S皿5■7島58∫貫

         高†言Cユ。◎5工葛†S黒ユ6-8易㍗圭ξ500率

         三÷忠÷工よ6NW昌工6.8轟,ユ垂貫鼻。ポ         '..

         8.8瓦W5i五6.丞壬壬琴・・匂

 蝦経'I過

 5月島5目一漁鱈、市役所鰯と調養打合哉。'

 ・嚇雌豊漁をみた地綱・密度調養二=1嬉饒漁場の螢育丹毒.穣患
 予想ケ所の藻繋を要望され、同蒲1こ「さつま器かがい」の分

 布調銚敢㍗ることとな糺托脂漁協郷から漁雛精通し
 てい吋の窄乗船芦せ・平小型鱈衛・編む船として共同運航寸
 る.こをに挟定、漁具は漁騒が擬繁貸与し池。

 工品hガ。皿駕宿発大山崎沖合屯て操裳騎始、錨曳きす

 る.警卵計画を変電し、鳳献納流れけよ州婿鰍
 曳網しむ.そ札それ"綱舳して蝸揚帥牟が・工固
 雷甲OO匁竈回目5×るOO匁呂国自ユ×800匁一と計8

 ユ葛至ガ棄業中止  ユ・亙呂。固結嘉仮泊、

 3葛尋6ヨ__一9h45棚指宿発、知林葛此郵地点かり擦



 鯛始一ポ打け岬㍗.計6固蝉漁網・・.一漁獲融別
 区一世示すと撚り。・。.…

 …h舳指宿荻泊一.二妻即自陣鯛廃漁場の調養と既存漁
 漁場の調査であ?紅が∵撫赫北部は「うみゆり類」「尾索翻

 r多毛頭」、の外通一称㌃†岬」の混入多.く.漁獲手振で(2
 回。で'・×・・一・)回擾批㍗・ると牢思え舳ソ
 当地の熱森し兜浄土紋右殻(腰れた殻片)の.色・沢紀よって
 貢の棲息密度測定(黒鮒紬たもの良し)するとレ・舳
 るが、この面から観雫しても更生しているとは考えられたい
 (底質肥よる色沢の変化賦病るうがう一し

 一郡林.島繭郡占1一あ指.宿沖プ1{瞥.か竺の.牢.レ1坤呼皐
 豊漁をみたところで知株'身寄りと犬山崎沖はなお密匿が大き・
 いら・レく激撃も良好である・が貝移の大型が・添加量の関係で幾
 分心配される。・

 馳沖合雄寄枇牛べて一馳小型のも{?が多いと言咋
 る一がと鰯周県.玄海一難をも錫がある。)翻定ク教が少ないと砿
 云え殆んど差異Iがたく来集暖以降の漁況は楽観は詩さ坑ない

 富力バ目Hい・嫡宿発無働力船を同駒・工・1・ム
 5.5理知一株島蘭部点から操築開始.・本目は「さつ・畜嚇かか
 い.」漁場の秦藁噺目表としたが可成りの漁索示し、層健犬山

 騰帯方は窪・好で坤元挑多く1ζの地点で擦襲する宇しい・
 工5-r操嚢中止・五5r30醐指宿坤'仮泊

 8月一隻8目'..本目一は草類で未開発漁場の調査を本す。

 虹も知林鳥と小島一間の大隅よ毎の水域で新を不明の暗一礁が茜
 ○当業者がぢゆうもよして二るもので魚深維動により暗礁を

 .ざけて操1案した。・一

 階近寄圃壷広'く運航し紀が暗率もしきものは見当らず影鍾..
 から大きな・牝き1地帯が館林島より・{二1蒐得けら牝た.紅過ぎ.

 往～北西.の風が強く轟繋麺灘㍗凋行穴棚み叩宿沖の
 深部(40m～50棚箪近)録薬孤中止棚止むなきに至りた

 、・島4・・



 2峠「純やが一い」千×洲㍗の漁琴が卵た.が「し暁
 ∵薄ヤ」r㍗ぐ1ζし」ゼ争あうぎ1…1」ヲの混撃も壷.く一・・好
 臓;陽の単純群落爆比較レて遜牟奏隼れ得誉.い。
 王3む烹5属嚢繁鰹了指宿浦紀仮泊の事定なるも風波職き.

 .ため準州港へ蝉(喜6虹牽)

 ・月千.・員・..識昌ジ岬川発指宿鯛航,知合深部の
 '探索の予定次る毛厩演強く擬繋不能王。五五r指揮牽山川潜
 、へ避泊

 1・月"邑…一一・幽州発損甑麺鮒るも風率が依一燕と
 一し千郎.漁獲物を綱ヅ雛工・㍗“皿臨鵬即帰途
 、尾つき。工?皇昌0棚麓尼爵幣凱

巖総.括.

 以上鯛一を簡単碑述したが・・当湘議釣念調錆1面が一走で
 ,られず叉路麗・側の意商を全面庫・隼受入平て貞圭.鮒次試験で征
 か?牟のでめ僚し.レ)・効果涼あげら牝なかっ窄が一次紀～3の
 .魚肥っ～て一述べてみる。・...、

 △鐙濠琴勤汽つ一いて
 前.言己岬卑く本場量窄・変動が薯い・・もI舳ミ洲・頼岡馳
 卸Dようだ一遇頚讐弧、緯郭資料が不錯の流均判定でき杜いが一
 .その要因汰貝の発生時構鵠げる環境⑳萄香と漁獲努力の.増I

 大、反ぴ.害激生物めばつこやいず札か俗よるも一⑪と思われる

 しかし3五等度や如一く自主榊:'操葵中止ぬ場合も捕りて資

 源そ棚も?棚消長.忙頚・係ないことも嘉椚るが・この咳動一
 の大妻いことは断漁業の最大賭亀で些頭お杜繭姦研究静充'

 嚢L。嶺羅な維持培養液が艦立さ・札ねば夜も.租い⇔そして

 搾隼1{ミ予盤外棚。豊率亭…薗隼の中止紀需ると†孔ば制硬は苧
 然載.五・られる=ぺ紅で琴萬漁獲滝を・竈めニエ
 ・しめること沌羊議申.容易怯なかろ・う∵d㍉最近で媒操繁時間一
 だけを規制レ・王建約ユ万貫の加工龍カに」応じて操繋冒を選

 τ易δ一・



 択して'いるがこれのみの.芦繁で岬稜強竿を町制で妻ない
 と恩机しかも人士.縮・.1は叩俣坤不?杵近い覇
 .複で砿漁場管理をもう労し考.え直亨必要があ一ろう。
 坤鰍州て・オざ一一。・、,
 海底七の「いセやがい」覚ふくらんだ右姦片を.埋め、左1穀
 杵は露出せしており.欝動する時律爾穀片乾一急逮に麗闘し
 ・耳部よ。一一海水を放出しセ行うと云わ札るがどの程度移動す

 るものか漁.民間でも諸説ホ島る。・

 例隼漁場の変化がないこと知らすれば大音な移動はしな

 レ・ものと思舳電。必然漁襲強匿竿禰当犬素な影響力弗持つ
 よろ一で濁る。た讐左殻.止に工。鰍前二外のrみる類.」が衆生
 .しているものが多く、一文右殻.の色沢(外.翻)尼よつセ棲息
 密度を判断一する習慣紋画自い現象として注目.き1孔る。'

 生.殖巣汰窺在最も充瀞uており.♀は銚色♂抗乳申色で♀

 胴体もしく内臓嚢の内服雛外側が雛㍗うで一■十
 色嚢か・宇一・・月頃羊でみらI強ると{われ産卵鯛は呂'卜㍉
 .月・で・。穴狂い.かと思わ。れる。貝の犬き・ぎと水深との菊係沌'鐘

 .紫よれの浅所で砿犬.型で沖よヴは小型と云お一れるが今回翻
 定した鴇果で瞭確認でき一ず文底質砿影響・されないと云由犯

 肴がレッド(ハ禰牟)翻査では組砂の'都奈6・好碑地の.
 半うで塙る;叉豊漁の場合は広く万還注く分布す一るが少橡

 一の隼は水藻グ.奪に加わる「きわ」紀帯状億錘怠していると
 元和れるがζれが要因生河で奉るか鍬推察の壌窄出ない。
 昨。年までの好漁場所・の水深准10'榊～呂冒・,卿で次かもず

 ・く・・25冊.騎近で星9年雪砿1婁励の「きわ」と易一7肌の「

 歩わ」を帯状に曵綱したものがよかった羊のことで病る。
 生長賓そ⑳池生物事跡なこと泄小斑の貝が全.然採敢され

 ず続箭鉤癌劫孝)できないが生長暖は立働一藩θ)一ものと大差ない

 と.すれば採取批る.棉分のものふ呂寧貝以.上(民Iしザ
 ζ脆く)と思われ、昨年の貝が小翼であった撃実から一して
 ・今.辱砿.大型が多いので脈ないかと考えられるI.

・26・



 △分布状況一し'0.一一.∵一.・'
 本県で楓殆んど当姫先のふに産'レ、…暴'9年一度合須“新城血
 先、舳年一度一伊座敷、.・・蜘置川紬近セも漁獲さ・加い
 1るが;鏑釣な一点場と一して.を成立しないよう一である。
 調査ヨ釣が髄記しだ如く老廃漁場あ固・褒程度二作隼好漁

 1揚蹄雛11繍発漁場の探索でるつたが・別図ム点紬摸
 、'晋一ず一、]享点疋砿広く分布しているが大山鰭沸が比較的棲息

 ..雫愛がやく・・率でも軸し1て1・争.と.幸が嬢謡二さみ。.
 曵縄距離をI…離して各甑獲ケ数から紬。蜜一度一を一難定し

 1叉顛宥よる変化・水馳よみ変化g辛今・畔無神㌻
 三べ辛であるが藻鮒窺紬不幸縦高師紬.のだ、苧帥
 て喜なかりたことは残念で予蝉的念試畿とたった。

 ・、箒㍗榊あ㍗㌣は創㍗∵そる㍗一
 ・㍗つま平カ“1・?蝉も竿健.干?'実紅咋木峨
 ,沖鯛.李て好漁.師・し範一団一毛鮎似.納庫.φ.(・～..・醐.㌧.
 水揚鐙砿期待できると思われる。

試験操業図



1回目
 水深20～25m  2回目知林島南部水深40～42m

 3回目指宿沖合水深8～10m

 4回目成川沖合水深25～26m



 5回目山川沖合水深30～34m

 6回目山川沖合水深10～12m

 1回目魚見岳沖水深7～9m

 2回目永山鼻沖合水深5～10m



 3回目永山鼻南方水深10～12m  1回目知林～小島中間沖合水深24～25m

 2回目1回目よりやや沖合水深30～40m

 3回目指宿沖合水深50～55m



4回目 指宿沖合

 水深30～40m
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奄美短信

 籔奄美大島の申.でも犬島舶と徳之師除いて琴界永良都
 与論.の諸島干は一一ブ砧叙てい私
 奄美短壱担も二のハブ艇議が神々鑑であるが子ユrスに

 乏しい大島侭あってハブは糞に有鐙レ;ニュース源と去る。
 とこあでハブ尤一よる被害二が今集既一τ碗著ユ・名、咬傷患者何

 ,会名とか飽方新縄が報じている。今年はハブ。)当列車らし

 く、分場の周.辺でも今一犀一何回百かの二・プがつ1ぐ年一達って生
 捕る.牝た、r念頭爆ハブIのことを考えている燭姓決して咬

 まれ左もの一で砿あり重せんよ。」と土地の人法載気二お。

 かプ痕秤紳伽、珂カニ出る家“る那舛?㍗
 てそうざらに何虹.ζでも居るとレ・うも申でもな・いも云う。
 馳^プ破.ま犯るという一の舳つ綬.ど不運棚時の.ようだ

 ω島で育ち率給隼生活.しを人でも^プ幸毅し咋干のな
 い人もいるし、ど'ム薮隼・野放しのぶプを克把こ差のないと

 ㌣“う人はザ㍗いボだ坤ハブ1仁咬ま似と柵ば鯛
 を担ぐ島馨の錨で不浄とさ抗レ・る。樵範州馳赤不瀞、
 黒不浄とレ・うのがあ一る。

 赤不浄帯猪瑳の場合等であ'り、黒不浄枕その勉不一寺装意
 味す為。その何れ,も漁治き芳'1、く.な1.・とし吃敬姦.忘れる那ζ
 の不浄の中でハブの咬鋸も工島不幸を韓・ヒるものと、してい
 る。醤通乗手の家族に不幸のあつ紀場合、船主肢3買闘桑

 子州漁宥強制榊禁ヰ柚が家族あべ唆鮮立合㍗
 もの倣ワ目開出漁脚莱なむ、ζ心ζξもさき担雫吉見で起
 き.た次のζとがあってから船主濁でハブの咬傷による不幸

 を赤不浄かも除外しよ一一一一つという勒きが遣ぎている包

 西古車謀洋乏いうのは、茜古冠⑪かりお鮪製造.歯の近く
 でたまた重ハ1プに咬まれ一て救し・曹求めた邪確道場の職人達

 凌手侵色は赤石濠尼さ机1週間仕事を休主ね准在ら次レ、I棚

 を響れて譲も咬傷者の苦しむのを見なが一も援坊る一者がいな

 かったというのである。父謹の.鉗産宅場合、夫である藻筋
・57∵.



 舳産が平㍗竿居を亨嚇浄学率れ賞とも云わ
 牝る。.～

 楽X月1X白汁雛で中里;1今では昌本最鮒の籍与謝
 島に砒,漁し、た。こあ蔦の周囲吹約5里で沿幸に平行して沖
 ・合:し000mには干潮時.紀は露出する巾工O・Omのサヅゴ

 磁赤あって島.完の.丘窪棋遥か浄含で艀を利用しなヶれぱな

 ら泣レ・。季艶風の独り冬ともたれば20ヨ糧も交通が途絶
 しそ胡)・闇霧F暮葛侭勿……翁勢;壌…1勤τも莱…一な{・、孤考虫のコカ…蓋売く口)て=あ

 る。.一島民の約半分燃漁葉屯従事し.追込の漁師は裸腎り

 で害る・と・云われる。漁葵辻割合寵んで夜光異、玉具簿内地

 に護り、一目穀砿この島の重要な蔓物の一つでもある。

 鮒水が不足し一島即師も原始卵島る;クサ舟で田
 今った漁師からr鰍先生との位箪る一もんですか」と質・岡
 ・を受紡セ.・r夜曲紀砥て釣牝だ・したと思うと鯨が吻すごく一

 汐をぷいてク!,。舟の近く紀浮1上しますと悪しくなって急い

 で健を揚げ、帰港するのですが鯨紋ど一一の泣の時趨.潜ってこ

 の次にはどの辺屯漂.』=、守る昏のか分っていれほ、私達もそ

 う猿てた・』・で暫く・砿漁が出来・るの干すがもう今紀事舟①底
 から浮上って転覆しそうで気が気ではないですよ」と.

 登れ讐σ㌧、ての麺馨沌まだ眠していない;

 (8忽6・工`.T・工'記)

 一正三衛ぶ“1∴、一
 に比較す牝ぼ、かつ麹を以でする加工積蒲度行き藷っていな
 いζ占が伽え・る。

 以半は夫君・・月下旬、税鰭席で魚肉トセイ、rう1し
 洞煮jの現地指導講習会権鳶.土私が述べ兜講義伽要旨で=あ

 りま㍉・・.・.以‡.

L
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各部日記

 製造部便り

 3月3ヨさ.ぽ範滴魔防止試験開始

 6月・缶日

来訪県漁連=頃繁二課春口技師

 (さば節の滴焼防丘尼りぎ打合せ)

来訪福山水産加工場主

 (さば魚俸油の商晶化一姓ついて俵頼あり・)
来訪県立糧子島農高校鐘教諭

 (魚肉ソーセー沙南地嘩噂・屯りいて打合.母)
6月5日

 来訪北元水産工薬k焦小牧I杜貫

 (ぎは魚体油の.車合方湊につぎ打章世)

 6月9.目・さば大和煮鰯諸製造

 6月工6目Iうし率ソP吃一ジ夏期試験

 6月26.目うし蟻ソニセ'ジ夏頭試験

漁簗部目記

 8月エマ目

 I東支部海のアジ調査の拒め出動中の最南丸、 遁溝区氷研

 の庶務を終りユ6酵帰港

 5月島ツヨ

 ・震酵県で奨励してい為移動マス網の小型おもつ)豪商標晶
 一で試俸俗か二る。

 ㌘月一壬目

 カツオ鋸料蓄養並紀曳.筑括洲灯低筑試験竜麓大黒味敦授

 1つ援助を苛等て水程葦試籔ミ～二かぶるo



養殖部日記

6,グヨー.I'・; テラピア(熱帯魚)蝉内水即ら酬宣に放奏
 6月工雷貝・・.。'一、

 く'ろ・あよう貫採箇打合せのため範出蛾教授の来場を柳く
 s房昌。目

 .1=}二昭和匿ぎ隼度魚礁設置事嚢打合せ会(於自治会館)

調査部日記
 5月思エコー6月4ヨ

 穣一出好丸蜂、立神下、大援占町。小型毫蟹漁場調査鋤量
 6周.工O目㌧工5目枕鰭鈍先魚礁調査
 ε月工冒J30ヨ(月・1調)I

 まよく・ろ漁場稚魚網採集働藍憲

 牛摂海水魚類蕾嚢水面。造成、一綱虜鎮壷
 二6月㍑ヨー島6目川内.州水質.へい死生物調養
 6,月ポO目=洗進飽視察詩画・樹立

分場日誌

 量月一し黒貝

 5同工8ヨ

'一5月五一6目

5月19司

 .ち'月島亀a

5月24目

5月易7目

 一5月濱O目

6周2圓

 ε月4目

 マヘ貝餌料婚鷹.実姦.。、,

 う延、一もずく・生育掘奮(狭順・即日ジ

 マペ葛礎預奄
 'パグロガキ受精実験(予姥率一舳%)・

 うに歩留調惹孜買付(名瀬布鵜郷詞、
 もずく{製糖試験(矛高次)一.

 う紀生育調査(与論畠99目宰で)

 かもめ丸曳綴漁場試験一.

 かもめ丸曳縄漁場試験、.(る.エコま干)

 擾輿予算打合喜(名瀬、場長翻主事)
 一子ぺ基礎親凱う㌣加工試厳・(“享で)

 オーバグロガキ受精美駿(発生率95%)
 ・40一



編集後記

 △気温上昇と共に海況、漁場調査、違和予算等々活況を塁
 し・編集陣も猿自の仕事像邊われ欝ちとなり、タイフ嬢
 懸命の遺込み妃もがムわ参ず心ならずもユ週間の発行連
 種とな:つてし書つセi.御.裕恕を乞う。

 △曜夏、オイ〃バ`ナー⑪試験破タイムリイ。それ、心頭1
 を減却寸れほ火も亦涼しとかや。

 △湾内漁場謡発芽一報、ちよりぴllな紬干夫の慈雨、終
 り壷完了するの心掛ζ・そ肝腎.

 △案海チハ、最大静容漁鍵畳の箪竃毅黒と現在の水揚嵩と
 の柚関は?水産費療曹民族の財義として確世鵜転う
 る心摂ζそ,由加しけれ、と肉繁の海辺赤人肥注意される
 前に、何とか一工夫緑しいところ。

編集部


